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司会 高26回高橋でございます。まず本日

の座談会の主旨ですが、同じ部活で世代を

超えて交流をしていただくところにござい

ます。

演劇部は何回か消滅と復活を繰り返して

きたわけですが、60年近くたった現在でも

高田高校で正式な部として活動している、

文科系では貴重な存在です。

最初に自己紹介を兼ねて、簡単に演劇部

との関わりをお話しいただけますか。まず、

創部に関わった沖さん、富永さんからよろ

しくお願いします。

■女人禁制で始まった演劇部の活動

沖 高４回の沖でございます。私が果たし

て演劇部の部員だった

と言えるかどうか、よ

く思い出せません。と

言いますのも、私の卒

業の年（年度では前年、

即ち26年）に演劇部を

復活させ、プロデューサーの雑用をやった

覚えはあるんですが、それが昭和26年の『三

年寝太郎』で、佐藤先生を中興の祖として

活動を再開してからが演劇部の第２世代で、

今に続く流れの基だと思います。そのとき

演目、配役、演出等にタッチした覚えはあ

りませんが、今日は仲間に入れていただけ

れば幸せです。

司会 それでは富永さん、よろしくお願い

します。

富永 沖さんの一年後輩、高５回卒の富永

でございます。昭和26年、私が２年生のと

き、沖さんや七里 さんたちのグループか

ら「今年の文化祭で『三

年寝太郎』をやるのだ

けれど、寝太郎を引き

受けないか」という打

診がありましたが、私

は現代演劇を見たこと

もなかったのでその年はご辞退しました。

その年は適役の故市川知道さん・七里さ

ん・西片葵さんで演じたという経緯がござ

いました。『高田高等学校百年史』にも書い

てありますが、昭和26年は「女人禁制。男

女一緒の演劇はまかりならん」という職員

会議の方針で、花嫁は女形登場ということ

になりました。

翌年は佐藤先生のお勧めで田中千
ち
禾
か
夫
お
の

名作『おふくろ』をやることになり、池主

(旧姓麦谷）正子さんがおふくろさん、二期

ホームページ http：//www.takada.gr.jp



下の吉川（旧姓小林）則子さんが妹の峰ち

ゃんを演じました。この年は、かなりの数

の女性が参加しましたが、女人禁制を裏返

しただけで、男は私一人だけというかなり

不自由な舞台でした。もう１本、故高橋一

夫さん主演で『ズーズー弁物語』というチ

ェーホフの短編の翻案の芝居と２本立てで

した。

その２年の実績が職員会議でも、謹厳実

直な小和田校長も評価されたのか、３年目

には３本立てになりました。『夕鶴』で池主

正子さんがつう、池主保さんが与ひょうを

演じて好評を博した舞台でした。その他に

一人芝居『花子』を吉川則子さんが、また、

かなり長くて大がかりな『祭り』を、１年

前・２年前には想像もつかなかった３日間

連続上演しました。あの大講堂が満席にな

り、夜まで上演があったもので、学校の計

らいで駅まで往復バスが出たくらいです。

昭和26年の女人禁制から始まって、３年

でよくあそこまでいったなと思います。当

時、新潟高校、長岡高校、高田高校で大学

進学を競っている時代でしたから、進学指

導に熱心な某先生から呼び出されて、「２年

まではいいが３年まで演劇を続けたら浪人

は必至だぞ」とお説教された記憶がありま

す(笑）。

司会 演劇部の草創期には、佐藤先生が積

極的に関わっていただいたと伺っています

が、簡単にお話しいただけないでしょうか。

佐藤先生 現在も部があるというのを初め

て聞きまして、感心し

ましたね。

私は昭和26年に高田

高校に赴任しました。

当時22、3歳で、生徒と

そう変わらない歳でし

た。ここにいる沖君なんかがもういまして

ね。こういう先輩諸君に啓蒙されて演劇に

飛び込んだんじゃないかと思いますね。

家が寺だったので、昭和63年まで36～37

年間高田高校におりました。その間を振り

返ってみて、演劇部としての活動は、昭和

26年から28～29年までで、その後は同好会

はありましたが、部があったのかというこ

とを若い方に伺いたいですね。

逆に言うと演劇部や同好会がなかった時

代のほうが、文化祭を通じて各クラスが芝

居をやりまして、非常に熱気がありました。

創作劇というのはなかなか出てこなかった

ですが、その頃のほうが生徒自らが芝居を

作るという熱気があった気がしますね。そ

のような中から同好会のようなものが発足

していったのかな、紙数がゆるされるなら

ぜひ紹介してください。楽しみにしていま

す。

司会 ありがとうございました。佐藤恵子

さん、お願いします。

佐藤春朗先生の「夕鶴」の台本。

びっしりと書き込みがされている。



■昭和末期：

ミュージカル中心の同好会立ち上げ

佐藤恵子 高40回の佐藤恵子、旧姓小杉で

す。池主正子さんと私

とで座談会に出席して

いただける方にお声か

けをして、こうして世

代を超えて先輩後輩と

お会いできて感激して

います。

私は、演劇とくにミュージカルとつなが

りがございます。祖父が音楽家で、私の物

心つくころには子どもたちが音楽を習いに

来ていましたし、家にはいつも音楽が流れ

ていて歌を歌ってばかりいた子どもでした。

小学校のころによく上越にきていた劇団四

季のミュージカルを観にいきました。

高高に入ったときは演劇部はなく、３年

生のとき高高祭のクラスの創作劇で友人と

私が脚本を書き、クラスメイトが演じまし

た。一方で、有志が集まって演劇同好会を

作りました。そこでやったのはミュージカ

ルで、人形の館にいる人形達が夜になると

人間のように踊り出す、というような内容

のものを楽しくやらせていただきました。

大学は同志社大学で英語部に入って英語

劇を、とくに『レ・ミゼラブル』などのミ

ュージカルをやることになって、ミュージ

カル漬けの大学時代でした。その後、ご縁

あって留学先もミュージカル本場のニュー

ヨークの大学院に進みました。

そんなわけで私とミュージカルとは切っ

ても切れないものです。今日はよろしくお

願いします。

司会 最後になりましたが、小池さんお願

いします。

■平成の演劇部―再び黄金期へ

小池 高58回卒業の小池ちひろです。私が

入学した頃には、演劇

部は存在していました。

８～10歳上の方々が、

４～５人の有志で同好

会を立ち上げて『アイ

スブルー』という演劇

を演じ、上越の高校演劇の大会に出た結果、

２つ勝ち上がりました。その成果で同好会

から部に昇格することができて、黄金期を

築きました。３～４歳上の方々の頃も黄金

期と言えるくらい精力的に活動していて、

その方々が文化祭で教室を使って上演した

ときのビデオも残っていて、私たちはそれ

を観て勉強しました。

私が１年生で入ったときには部員が少な

く、１つ上の代が女性２人、私の代で最初

10人入りましたが、３人になりました。３

年生は役者として表立って関わってはいな

かったです。

「アイスブルー世代」は演劇部として活同好会の練習風景。右から２人目が佐藤さん
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動するだけでなく、劇団「ラクリツ」とい

う名前を掲げて、雁木通りプラザや厚生南

会館を借りて自主公演したそうです。私の

世代の１～２年くらい前は演劇部の知名度

は高くなかったのですが、同期の内田瑛子

さんは行動力があり、それまでの商店街な

どへのポスター貼りに加えて、ポスター貼

りをクラスメイトに頼むなどして宣伝し、

演劇部の活動をクリアにして、イメージを

刷新してくれました。

そのころの文化祭でも３年生がクラスの

演劇を上演するというのが続いていて、演

劇部が表だって頼りにされました。２つ上

の兄も演劇部に籍を置いたことがありまし

たが、兄たちのころは文化祭の演劇はクラ

スのリーダー的な人たちが引っ張るもので

あって、演劇部だからといって頼りにされ

ることはないように感じました。演劇部員

は主要な役職には就けないのですが、その

裏で演出について相談されたり頼りにされ

たのは、私たちの時代からです。

佐藤先生 小池さんは何年入学ですか？

小池 平成15年の入学です。

佐藤先生 お若いですねえ、私たちとは50

年以上違うんですね(笑）。

■佐藤先生の赴任と演劇部の活性化

司会 『百年史』にも女人禁制のことなどが

載っていますが、草創期のご苦労話をお願

いします。

沖 たまたまそのとき七里君が生徒会長で、

私が副会長だったんです。演劇に限らず、

いろいろな生徒会の催し物を先生方と打ち

合わせしたり交渉する場面で、今でも口調

を覚えていますが、平松もんちゃんこと、

平松教頭先生から「日本の伝統的な演劇で、

格式あるところは男性が女性を演じるもの

である。高高の演劇部でも守ってもらいた

い」と口角泡を飛ばして言われたことがあ

りました。それに対してこっちも青二才で

したが、「新劇とはそういうものではない」

などと、佐藤先生から入れ知恵してもらっ

たことを並べたてたことを覚えていますね。

それが変化の糸口になったかどうか、その

辺で関わっていたかなぁという気はいたし

ます。

富永 確か沖さんと七里さんたちで『イン

フェルノ』という同人雑誌をやっておられ

たんじゃないかと思うのですが。

沖 はい。そのころ変な名前をつけるのが

はやっていまして、１～２年上の方が『レ

スポワール』という同人雑誌を作っていて、

それに対して、七里、林、私などが、「向こ

うが『希望』ならこちらは『地獄』でいこ

う」と『インフェルノ』という雑誌を作っ

て、何かやろうとしていた覚えがあります。

富永 その人たちが『三年寝太郎』に深く

かかわっておられて、そこに佐藤春朗先生

が赴任されて、中興的に演劇活動が活発に

なったきっかけじゃないかと思います。

『百年史』を見ましたら、昭和24年に演劇

同好会が発足していて、『ベニスの商人』を

やり、24年秋の文化祭にはベルナール原作、

岸田國士訳の『自由の重荷』と有島武郎の

『ドモ又の死』を公演しています。25年は

主力な部員卒業のため空白ですが、１年置

いて26年秋の文化祭から活動が活発になっ

たと書いてあります。ですから佐藤先生が



来られる前に２年間の演劇活動はあったん

ですね。沖さん、観ておられませんか。

沖 観ていません。ただ、空白と言われる

ときにも、我々より一年上の人たち数人が

中心になり、翻訳ものの脚本を見つけてき

て、読み合わせしたり議論したり、という

ことはありましたね。発表や公演にまでは

至らなかった、と記憶しています。

佐藤先生 私も芝居やる前に『インフェル

ノ』に誘われましたなぁ。あのとき林君と

か沖君とか、七里君、市川豊君がいてね、

そんな関係で私も芝居に参加していくよう

になったのかもしれませんね。

沖 そうだと思いますね。

佐藤先生 私の大学時代は50年安保の盛ん

な時代で『きけ わだつみのこえ』に参画

していましてね。東京の大学に呼びかけて、

早稲田の大隈講堂でやろうとしたら禁止に

なりまして、私が東大にいたものですから、

安田講堂の近くで緊急にやったことがある

んです。私が芝居なんかに向くはずがない

んだけども、そんな関係で引っ張られたん

じゃないかと思います。まぁ『インフェル

ノ』に入りまして、芝居だということにな

って始めたんじゃないかな。あのころね、

私の寺で人形劇もやってましたね。沖君の

お姉さんも参加していて。

沖 そうですね。佐藤先生を中心にフィロ

スという人形劇団があって、私の姉が仲間

と一緒に先生のお寺でその活動をしていた

ので、そこによくもぐり込み、門前の小僧

気取りでした。３～４歳上の方たちの演劇

論争を聞いていまして、面白いなあと思っ

ていました。そんな関係で、先生に高高の

演劇の声をかけたんじゃないかな。

佐藤先生 演劇の練習場所は寺の座敷と本

堂でしたね。学校じゃやらなかったね。だ

から、よほど小和田校長は心配だったんで

しょうね(笑）。

■木下順二に惚れた

司会 先ほど日本の伝統演劇は男が女形を

やるということがありましたが、

今のような近代演劇が広がったの

は戦後まもなくでしたか？

佐藤先生 そうですね。新劇が盛

んになるのは戦後でしたが、戦前

からありましたね。『三年寝太郎』

で女性を使いたかったのだが駄目

だということで、男性の館形博君

だったかな、やってもらいました

ね。まぁあの芝居は女形のほうが

面白いということがありました。

あのころ、『夕鶴』の作者木下順

二さんがもてていたんですね。彼
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は英文学でシェークスピアの研究をしてい

た人で、シェークスピア的な構想で描いた

作品が多いんです。私も大学でシェークス

ピアをやってたもんですから、木下順二さ

んに惚れて『三年寝太郎』ということにな

ったんですが、高校生には反逆的な作品で

したね。「勉強しちゃだめだ、寝てろ」って

いうんだから（笑）。

60年も前だから記憶がほとんどないんだ

が、おととい図書館で『三年寝太郎』を借

りてきたら、これが面白いんですね。寝太

郎はワルだったんですね。七里君が寛太役

で寝太郎にだまされ通しでした。あんなに

面白かったのかと思いました。あれは本当

にお客さんがたくさん来てくれましたよね。

佐藤恵子 どのくらい集まりましたか？

佐藤先生 講堂が満員でした。

佐藤恵子 すごいですねぇ。

■すべて手作りの舞台だった

沖 あのころ何でもやりましたよね。音楽

の植木先生に『寝太郎』のテーマ音楽の作

曲をお願いし、歌代君に幕の裏から生でバ

イオリンを弾いてもらったり、写真屋の息

子の田村君をおだてて照明をやらせて…。

富永 私が感心してよく覚えているのは、

沖さんは絵がお上手でスケッチや油絵も描

かれていて、舞台装置も沖さんたちの手作

りで、感じのよく出ている舞台でした。衣

装も手作りでしたね。

佐藤恵子 昔のこの写真を見るとリアルで

すね、この舞台。高校生のレベルじゃない

ですね。

富永 これみんな、沖さんの才能ですよ。

ポスターも沖さんの手作りでね。

沖 私絵画部

にいましてね、

絵というより

もデザインと

かイラストと

かに興味があ

りまして、学

校中のポスタ

ーや看板を描

きまくってい

ましたね。舞

台装置がやりたくて、佐藤先生に「こんな

具合でどうでしょう」と持って行った覚え

がありますね。

佐藤先生 あのころ幕はありましたか。

富永 映画の時に使うやつを引いた覚えが

あります。黒幕だったかも知れない。

佐藤先生 スポットライトはなかったです

よね。

沖・富永 写真屋から借りてきました。

佐藤先生 かつらはどうしました。

沖・富永 パーマネント屋のキマチ（未海）

さんから借りたんじゃないかな、スタッフ

にいましたから。

佐藤先生 林君なんか、かつらを自分で作

ったんじゃないかな。『夕鶴』の与ひょうが

かつらじゃピンとこないよね。池主君、か

つらだよね。あのころみんな丸坊主ですか

らね。

富永 破れ障子など、お金をかけないで本

格的な小道具がありますね。お寺の納屋か

ら借りてきたのかもしれないですけど。

沖 むき出しの梁を作ったりしましたが、

沖さんらによる看板の製作風景



お金もほとんどかけてないですよ。

佐藤先生 『百年史』に昭和28年の創立80

周年のときの予算表がありましてね。記念

文化祭費として生徒から募金を集めて分配

した、演劇部は4000円をもらったとありま

すね。

佐藤恵子 今の価値だとどのくらいでしょ

うね。

富永 ラーメン一杯20円でしたよ。

小池 いまは600円位だから、30倍か…。12

万円位、すごいですね。じゃあ豪勢にお金

をつぎ込んだんですね(笑）。

佐藤先生 その後は生徒会費から出ていま

したよね。

小池 私たちのときも、クラス演劇をする

３年生に生徒会費から出ていましたね。

司会 佐藤恵子さんの時代は備品やかつら、

スポットライトはどうでしたか。

佐藤恵子 スポットライトは学校にありま

したし、備品については問題ありませんで

した。ですが、同好会なので大きなセット

は作る費用もなく、基本的に手持ちの衣装

をうまく加工するなどしていました。

同好会設立にあたっては、東京から転校

してきた、宝塚の男役を演じたらスターに

なりそうな塩谷なほさんから衣装とか演劇

用のメイクを教えてもらって、衣装とメイ

クとライトでダンスがきれいに見えるよう

にしました。小道具もセットもなく、衣装

を着て全員が踊るというかたちでやってい

ましたね。

沖 前衛的ですな。

司会 小池さんの時代は、小道具などはど

うでしたか。

小池 私たちのころの脚本はオリジナルの

ものが主流でした。部員の中で脚本を書け

る者が書いて、同時代劇だったので普通の

高校生が着ている服で賄えました。自分の

持ち物を加工して使いました。

司会 かつらなどはどうしていましたか。

小池 ショートカットの役者をロングにし

たいときや、エキセントリックな役のとき

に派手な色のかつらが必要でした。いくら

自由な高田高校でもあまり思い切って染め

る勇気はなくて、そういうかつらや大きな

鏡、ラジカセは、個人の趣味で持っている

ものを借りたり、鏡やラジカセのように、

先輩方が卒業記念として贈ってくれたりし

ました。

他には部費で買ったのか、先代の方々が

持ちよったのか演劇部用のメイクボックス

がありました。あとは、普段使う自分のも

のを濃い目に塗って使っていました。ドー

ランはありませんでした。

富永 私のころは、ドーランで相当厚化粧

でしたな。特に女形なんかは、原型がわか
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らないくらいでした。

佐藤恵子 ドーランを塗ると、演劇をやる

という気合が入る感じでしたね。

小池 私も大学に入って演劇をやったとき

にはドーランを使いましたが、気が引き締

まる感じでしたね。

■女子部員の勧誘と小和田校長の心配

司会 創立80周年祭をきっかけに、その前

年から女性が入ったんですね。

佐藤先生 そのころの話が一番面白いです

ね。誰がどういう形で女性を引っ張ってこ

られたかわからないので、池主正子さんに

伺っても忘れたとおっしゃるばかりで。

富永 私は水飲み場で５人くらいスカウト

した記憶があります。池主正子さん、石黒

経
のり
さん…。

佐藤先生 七里君は会長で、沖君は副会長

でしたね。一年下の富永君は副会長でした

ね。

富永 当時は生徒会役員の候補に挙げられ

て演説をするんですが、全員が「私はいか

に向いていないか」という内容の演説で、

辞退演説が一番上手だったのが会長になっ

ていました(笑）。

沖 受験勉強で忙しくて、などという弁解

が下手で副会長でした。

富永 『三年寝太郎』にしても、すでに始ま

っていた進学偏重に対する気持ちの表れ、

『おふくろ』『祭り』『花子』にしても、現

代物も時代物も時代の空気を表現したかっ

たんでしょうね。

もう一つ、普段学校で勉強だけしている

友だちづきあいでは味わえない、独特の仲

間の雰囲気、特に女性と交際できることは

大変なメリットだったんですよね。共学の

第１期生は女性20何人でしたよね。

佐藤先生 富永君たちの勧誘がうまかった

のか、集まったのはかなりの美人でしたね。

それに釣られて、男子の連中もかなり入っ

たんだろうなあ。

富永 ２年目はほとんど女性でしたよ。男

は高橋一夫さんひとりでしたよね。

佐藤先生 花子役をやった吉川（旧姓小林）

則子さんに電話して聞いてみたら、「私は付

属中時代に演劇をやって興味を持っていた

んです。だから高高で声かけられたときに、

知っている人を誘って入りました。今日初

めて先生に言いますが、芝居終わって校長

室に呼ばれて小和田校長にもう芝居しちゃ

いかんと言われました」って言うんですよ。

小和田校長はハラハラしてみていたんでし

ょうねえ。

司会 男女の交際が進みすぎるということ

だったのでしょうか。

佐藤先生 私もその芝居の２年後に結婚し

ました。家の座敷のお披露目の席で小和田

校長に「君、もう芝居やっちゃならん」と

言われましたよ。

小和田校長(前列中央)を囲んで



富永 復活してから３年目にバスが出るく

らいの黄金時代を迎えましたが、その後ま

た中断したのは、小和田校長の心配からだ

ったのかな。

司会 そのバスはチャーターしたのですか。

富永 頸城自動車の特別チャーター・バス

が３～４台で、父兄をはじめ一般市民の方

を運びました。

佐藤先生 私なんかは大学時代芝居をやっ

ていましたから違和感はなかったけれども、

初めて見た人は高田高校が大変なことにな

ったと思ったんじゃないですかねえ。３日

続けて夜６時～９時、押すな押すなと市民

の方がいっぱい来られて、高田高校から革

命がおこるんじゃないかと心配されたんじ

ゃないですかね。

■クリエイティブな時代へ

－蒔いた種から花開く－

佐藤先生 佐藤さんのころは女性が多いで

すね。

佐藤恵子 はい。女性のリーダーがいて、

その人に吸い寄せられるように演劇をやっ

た感じでしたね。女性、しかも華やかな目

立つ人が圧倒的に多かったです。そのころ

１学年下の男子をスカウトして、同好会は

昭和61年頃できました。

富永 佐藤先生がいらしたころですが、先

生の指導は受けられなかったですか。

佐藤恵子 はい、自然発生的にやっていま

した。

佐藤先生 いや、指導どころか、あのころ

はすべてのクラスがクラス独自でやってい

ました。
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佐藤恵子 そうなんです。あのころは本当

に自由で、クリエイティブなことをやらせ

ていただける時代で、高高祭は３年生の演

劇が盛んでしたね。毎年の体育祭でのチア

リーダーも、セットを作って衣装もそろえ

て、どう盛り上げようかと話し合いました。

富永 私達が理想にしていたものが、ずい

ぶん時間をおいて実現したという感じです

ね。私たちは一粒の種を蒔いた？

佐藤恵子 それが「花開いた」という感じ

でしょうか。非常に自由な雰囲気でした。

東京からの転校生が自然に人を引き寄せる

リーダーシップを持つ方で、ミュージカル

を彼女に教わったという感じでしたね。人

を引き付ける立ち姿、発声などを全員に指

導してくれました。

また、２年生のときクラスの有志で集ま

って８㎜のビデオ撮りで創作劇をやりまし

た。第四銀行のレンガのきれいな建物の前

で恋愛模様を撮影したり、直江津の海辺で

砂浜に好きな人の名前を書いて、それを波

が消していくという振られる役のとき私に

は好きな人がいて、思わず泣いてしまった

り…。本当に自由な時代でしたね。高田駅

で電車に乗って去っていく、というシーン

を撮りましたが、本数が少なくて失敗は許

されないし、本当に乗って行ってしまうし、

大変だったのが印象に残っていますね。

(笑）。

多感な時期で、私と演劇とは切っても切

れないものでした。

沖 仲間の脚本ですか。

佐藤恵子 はいそうです。

富永 小和田先生が生きていらしたら、飛

び上がるくらい驚かれたでしょうね。そう

いう種は蒔かなかったなあ(笑）。

■創作劇の中で若々しさを活かす

富永 小池さんの時代、男生徒と女生徒の

割合はどうでしたか。

小池 女性のほうが圧倒的に多かったです。

「アイスブルー世代」は男女半々、私の世

代は女性が大半で男性が２人、下の代は女

の子ばかりで、やっと男性が１人入ったく

らいで、女性が主力でした。

佐藤先生 確かに、そのころの男子は照れ

臭がりで、女子が中心になりますよね。

小池 はい。演劇大会に出ているほかの学

校もそうでした。

富永 日本の社会も、今は女性主導ですか

らね(笑）。

司会 小池さんの頃はどんな雰囲気でした

か。

小池 自由度が高い中でやらせてもらいま

した。たまには恋愛のある脚本も上演して

いましたが、高校演劇というものとは違う、

創作劇の中で若々しさを活かすものをやり

ました。高校生の悩み、ぶつかる壁、友情

とか若さゆえの葛藤を描いたものや、文化

祭など一般の方々が来られるときはコメデ

ィー色が強いものをやりました。シリアス

一辺倒ではなく、要所要所面白いシーンを

入れました。

佐藤先生 小池さんの時代はオリジナルが

多かった？

小池 そうです。やりたいテーマを持って

いる人が必ずいまして、その人が書き上げ

たものをみんなで検討しながらやりました。



他には「アイスブルー」を再演したことも

あります。

富永 進学とか恋愛がテーマでしたか。

小池 進学というか、進路の迷いに関する

テーマが多かったです。

司会 「アイスブルー世代」は８歳くらい上

ということですが、どういうものをやった

のでしょうか。

小池 佐藤さんの世代に近いものを感じま

すね。演劇同好会の人が生徒会幹部になっ

て、権力を使って予算をもぎ取った感じで

した。

司会 それは沖さん富永さんの頃と同じで

すね。

小池 そうですね。芝居にとりこまれてい

るものが会話だけでなく、ダンスがあった

り、群読を入れたり、いろいろな要素を取

り入れたのも「アイスブルー世代」です。

部室がなかったので、公園でダンスを練習

したり、公民館を借りて𥡴古したと聞いて

います。

司会 昭和20年代の草創期とは、自由のレ

ベルが全然違いますね。

佐藤先生 どちらも背景にある

のは、上から押し付けられたも

のでなく「自分たちのものは自

分たちで」というマグマがなけ

ればとてもできませんね。佐藤

さんたちのころは、そういう時

代だったかもしれないな。

その後三無主義というのが蔓

延して、そういう中にあって、

自治活動を盛り上げるには、演

劇とか同好会とか文化祭とかで

盛り上がったんですね。生徒会長が言う言

葉は「派手にやろうぜ」ということ、派手

にやればみんなの気持ちが盛り上がってく

ると。佐藤さんのミュージカルなんかは、

最先端なんじゃないかなあ。男子が女の格

好をして踊ったのがありましたよね。

佐藤恵子 おにゃんこクラブが流行ってい

たころですね。

■学校の外にも目を向け始めた演劇部

司会 小池さんの後輩の方たちは、いまで

も夏季公演のポスターなどを街に貼ってい

ますか？

小池 今やっているかどうかわからないで

すね。２～３年前高校演劇に熱心な先生が

赴任していらして、高校演劇の大会で上位

を狙うような傾向があるようで、自主公演

はわからないです。2008年には県大会に出

ています。

佐藤先生 平成になってからの演劇部は文

化祭だけでなく、独自の企画をして学校を

会場にやりましたか？
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小池 学校では設備が少なくてできないの

で厚生南会館でやりました。観客は１回で

80人ほど、３回くらいやりました。無料公

演でした。

佐藤先生 宣伝はどうしていたの。

小池 先ほどの内田さんがポスターやチラ

シを手作りして、高田の商店街や駅にお願

いして貼ってもらいました。学校内にも貼

って宣伝しました。

司会 学校行事としての演劇と自主的な演

劇の違いについてお聞きしたいのですが、

草創期は、学校の行事としての演劇と切っ

ても切れない関係にあるように思いますが、

いかがですか。

富永 文化祭がなかったら、ぼくらの演劇

活動はなかったですね。

沖 文化祭だから、と父兄の理解もあった

のでしょうね。

司会 佐藤恵子さんの時代はどうですか。

佐藤恵子 基本的には自然発生的にできた

演劇同好会でしたけれども、発表の場は高

高祭のときに３年生のクラス演劇と合わせ

て発表しました。

司会 小池さんのときは？

小池 そこは全く違いますね。文化祭は３

年生が演劇をしましたが、文化祭で部活動

が舞台を使用することは禁止でした。軽音

楽部とか合唱部とか器楽部とか、ステージ

を使いたいであろう部が他にもありました

からね。演劇部は２年１組の教室を使って

いました。

ですから、精力的に活動するには外部の

大会だったり、新井の演劇フェスティバル

に参加したり、学校外での自主公演という

のが圧倒的に多かったです。

司会 外部での大会とか高校演劇祭などは、

昔からありましたか？

沖・富永 記憶にないですね。

富永 コンクールというのは、もう少し後

の時代ですね。

私が北海道で新聞記者をしていたとき、

昭和50年代半ばに演劇の地区大会の審査員

を頼まれましたが、全道大会、全国大会ま

でありました。その頃の高田高校がどうし

ていたかは知りませんけれど。

司会 佐藤さんの時代はどうでしたか。

佐藤恵子 いえ、あまり聞きませんでした。

富永 行政が支援してお金を出してくれな

いと、広域的なものはできないですね。北

海道は教育委員会が相当お金を出していま

した。そのかわり、教育的見地から超健全

な内容のものでないといけなかった。水準

はわりに高かったです。そのとき、私達が

高田高校でやったものは、相当水準が高か

ったなと思いましたよ。

司会 それぞれの時代のご苦労話を聞かせ

ていただいてありがとうございました。そ

こで、例えば「仕事とは関係なかったけれ

ど物の見方に影響している」など、皆さん

の人生にとって演劇とは何だったのかをお

聞かせください。

■演劇に関わって、物事をまとめる力が役

に立った

沖 さあ、困ったね。私にとって演劇は応

援団であり、野次馬であり、雑用係であり、

周りから関わったものですからね。ただ、

先輩になると口を出していましたね。富永



さんの世代とも違って、女子とのかかわり

が本当にない時代でした。演劇自体に興味

はありましたが、演劇部に所属して一緒に

やることはなかったね。卒業してからは、

芸能関係に携わることはなくなりました。

ただね、演劇に関わって、物事をまとめ

る力が役に立ったなと思うことがあります。

海外のプロジェクト遂行で、物がそろわぬ

時はある物で間に合わす、また、交渉する

相手の抵抗があるが何とかせにゃいかんと

いうときに、物事をまとめて人を説得して

仕事を完成させるという態度が学べた点等

は、役に立った気がしますね。

■演劇活動は自分の進路を決め、今は生き

がいとなった

富永 私にとって『おふくろ』の主役英一

郎は興味のある役でした。当時高田高校の

体操を全国銘柄にした加藤信治先生が、『お

ふくろ』が終わった直後に、生徒の前で細

かく好意的な批評をしてくださいました。

私の演技についても細かい批評をしてくだ

さいました。饒村義治先生も社会の時間に

細かく批評してくださったことが、高高時

代にもその後を通じても励ましになりまし

た。

高校３年の時、受験勉強が嫌いで学校を

休んで図書館で本を読んでいたんですよ。

佐藤先生が雪の中を家まで訪ねて来られて

「このままじゃ授業日数不足で卒業できな

いよ」と言ってくださった。先生のお陰で

卒業・進学ができたんです。演劇を通じて

の、先生のお陰だったと思っています。

新聞記者になってからは、たまに観るく

らいでしたが、人の前で話をしたり人前で

何かをやることへの抵抗感が薄れていきま

した。同期の故丸山祐二さんから北海道新

聞の論説委員だった私に「ある講演会の講

師にドタキャンされたから、誰か推薦する

か、誰もいなかったらおまんやんない」と

頼まれて、2,000人くらいの前でにわか勉

強で講演をしたこともあります。もともと

度胸のいいほうじゃなかったんですが、演

劇のお陰でそんなこともやらせてもらいま

した。

リタイヤしたあとは、調布の図書館でブ

ラインドの方に朗読をするボランティア活

動を７～８年続けています。テープに吹き

込んだり直接朗読することがありますが、

その原点も高高の演劇だと思います。私の

生きがいの一つです。

■演劇は「私らしさ」が最も生かされるもの

佐藤恵子 私らしさを最も表現するものが

演劇だと考えています。先ほどお話しした

ようにもともと音楽家の家だったので、気

がつくと歌を歌っていました。小学校のこ

ろ人形劇の脚本を書いたり、歌も作ってい

ました。

「おふくろ」の舞台

ホームページ http：//www.takada.gr.jp



留学したとき、日本の大学からアメリカ

の大学院にいくと、言語の面ではネイティ

ブの方とは差があっても、プレゼンテーシ

ョンのときには言葉の壁を乗り越えて、表

を使ったりアイコンタクトを使ったりして

生きながらえたのは演劇のおかげかなと思

います。

今キャリア開発のコンサルティングをし

ています。自己分析を徹底的にやって明ら

かになったのですが、私は自由に考えたも

のを表現し伝えたいタイプで、このときに

演じることが色濃くでています。以前企業

でコンサルティング営業をしていたとき、

お客様に一番いいと思われるものを分析し

てプレゼンテーションをする。そこではア

ドリブも必要なのですが、演劇の経験が非

常に役立ちました。

おととい（７月２日）は上越市で講演を

させていただきました。緊張感はあるけれ

どいいと思うものを皆さんにお伝えする工

夫が楽しいですし、見ていただいた方に「わ

かりやすかった」「ためになった」と言って

いただけることが嬉しいです。

今そういったお仕事をさせていただいて

おり、演劇に関しては私らしさが最も生か

されるものであると思っています。今後も

演劇の経験を活かして仕事を続けていきた

いと思っています。

そして、若い方に演劇をやってほしいな

と思います。目的に向かって、仲間が協力

し合うことが必要ですし、演じることも社

会人になってから役に立ちます。

■演劇は一生関わり続けるもの

小池 演劇は一生関わり続けるものである

と思っています。中学時代に芝居に興味が

あって入った演劇部だったので、経験を積

んで人前で何かやることに対する抵抗が薄

れました。総合的な学習でプレゼンテーシ

ョンをすることも多かったし、学年で３人

選ばれて１年生の妙高合宿に一緒に行って、

プレゼンをしたことがありました。他にも

たまたま居合わせて、１年生のプレゼンテ

ーションを聞いた上でその講評をすること

もありました。

大学のサークルも演劇で、３年生のころ

からプロの演技指導も受けています。現在

でも舞台に立ちたいという思いがあります

し、１か月に５～６本小劇場のお芝居を観

ています。いま４年生で、就職の内定も一

ついただいているのですが、演者としての

夢も捨て切れない。一生何らかの形で舞台

に立っていたいという気持ちもあり、人生

の中で一番太い道も決めかねないもので演

劇との出会いは衝撃的であり、一生関わっ

ていきたいものです。

また、子どものころからお芝居を通して

人とコミュニケーションをとるということ

に関心を持ってほしいですし、他人との気

持の応酬を学ぶことの一つの手段として、

演劇を使えるといいなと思っています。

司会 ありがとうございました。半世紀以

上世代を超えた人たちからのお話をお聞き

になって、木下順二から創作劇までとジャ

ンルは違いますが、佐藤先生の目から見た

演劇の魅力をお話しいただければありがた

いです。



■演劇は私にとって青春であった

佐藤先生 現在81歳ですが、この座談会を

機会に古い日記などを読みなおして若返り

ました。演劇は私にとって青春であったな

と思います。教師になって生徒と一緒に携

わり、いろんな重みが加わり感謝していま

す。この活動に参画していなければ、人生

って何だったのか、考えざるをえないです。

私が教師という立場じゃなくて、同じ若者

的な感覚で昭和20年代の作品に参画したと

いうことが誇りに思えている次第です。

反面、もうちょっと大人の目で演劇活動

を指導すればよかったのかもと考えてもい

ます。当時の日記を「ガラクタ日記」と呼

んでいるのですが、そのころ生徒にかなり

影響したのじゃないかなと、反省もしてい

るのです。だいたい娑婆の生活で演劇活動

や文学活動はガラクタ活動なんじゃないか

と思っていますが、私の青春時代だったな

と矛盾をしながら迷っているところでござ

います。

私が昭和63年に学校を辞めるときに、高

校時代の自分たちの悩みを表現して創作し

たすばらしい作品があったらあげてくれと、

生徒会にトロフィーを置いてきたのですが、

創作劇はあまりないらしいと聞いていまし

た。ところが、今日の話では、平成になる

とそんな話があるようですね。創作とは大

変なことですが、生徒達が自分の心を見つ

めて作品を発表できるのは素晴らしいこと

だと思います。

司会 本日は深みと広がりのある貴重なお

話をありがとうございました。
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